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NPO 法⼈⾔語発達障害研究会 第 96 回定例会報告 
 

⽇時：2026 年 5 ⽉ 30 ⽇（⼟）14:00〜16:00 
場所：オンライン 
テーマ：児童発達⽀援センターでの＜S−S 法＞を取り⼊れた⽀援マニュアルづくり 
発表者：銚⼦市児童発達⽀援センターわかば施設⻑ 富岡 美帆 ⽒ 
    こどもす副施設⻑ 宇井 円 ⽒ 

 
第 96 回定例会は、「児童発達⽀援センターでの＜S−S 法＞を取り⼊れた⽀援マニュアル

づくり」をテーマに富岡美帆⽒と宇井円⽒にご発表いただきました。ライブ配信には、⾔語
聴覚⼠、教員、⼼理職、保育⼠など約 90 名の⽅々にご参加いただきました。発表では、児
童発達⽀援センターにおいて＜S−S 法＞の考え⽅をどのように⽇々の療育に取り⼊れ、職
員間で共有できる⽀援マニュアルとして形にしていったのかが紹介されました。 

 
 
マニュアル作成の過程では、⼦どもの発達段階

の理解を職員間で共有するだけでなく、具体的なア
セスメント⽅法や⽀援の⽬的、関わり⽅を明確化
し、誰もが共通の視点で⼦どもを理解し⽀援できる
仕組みづくりが進められていました。その結果、職
員間で⽀援⽅法の統⼀が図られ、⼦どもたちは安⼼
して活動に参加し、⾃信をもって⾃⼰表現する姿が
増えたことや職員⾃⾝も⼦どもの姿を多⾓的に捉
えられるようになり、コミュニケーションや学び合
いが促進されたことが報告されました。 

最後には、富岡⽒がマニュアルを作成するきっ
かけとなった『＜S−S 法＞によることばの遅れと
コミュニケーション⽀援』の著者である倉井成⼦⽒
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から、今⽇の発表は参考になったと励ましのメッセージをいただきました。マニュアル作り
の効果と多職種連携の重要性を学ぶことができる⼤変有意義な時間となりました。 

 
以下に参加者の声の⼀部を紹介します。 

 
＜参加者の声＞ 
l 職員それぞれの理解を深めることができたり、考え⽅を共有することでより良いお⼦

さんの⽀援に繋がることを再確認でき、マニュアル作りの⼤切さや多職種連携の重要
性を学ぶことができました。今後さらに発展したマニュアルのお話もぜひ聞かせて頂
きたいと感じました。 

l マニュアルが「絵に描いた餅」ではなく、⽇々の⽀援の現場にしっかりと根づいている
様⼦が伝わってきました。⼦ども達と直に関わる保育⼠の視点を⼤切にして作成され
ている点は、このマニュアルの⼤きな強みだと感じました。さらに、マニュアルを介し
て多職種間のコミュニケーションが広がり、⽀援の質がより⾼まっていることも伝わ
りました。 

l ＜S−S 法＞を取り⼊れた⽀援マニュアルを⽤いた多職種連携について、具体的なお話
をうかがうことができ、富岡先⽣と宇井先⽣の熱意が伝わってくる⼤変貴重な時間で
した。特に、保育⼠の先⽣⽅が＜S−S 法＞の⽤語を⽤いて朝のミーティングをされて
いるご様⼦は、新鮮で印象深かったです。また、＜SーS 法＞を取り⼊れつつ、それそ
れの職種の専⾨性を活かした知識を共有されていた点も素晴らしいと感じました。続
編についても、ぜひ教えていただきたいと感じました。 

l ご発表ありがとうございました。富岡さんが施設⻑になられてから、事業所の理念を⾔
語化して、多職種共通理解のもとで療育を⾏ってきたプロセスと、それを可能にした強
い信念と熱意とバイタリティに感服しました。それを冷静に客観視してスーパーバイ
ズする宇井さんの ST としての働き⽅にも学ぶところ⼤と感じました。 これからも療
育施設のモデルとして取り組みを発信されることを期待します。 

l 発達⽀援センターでのきめ細かいマニュアル作成とスタッフ間での共有の経過を教え
ていただき、たいへん参考になりました。TEACCH や ABC 分析など様々な⽀援技法
や理論がある中で、＜S−S 法＞をマニュアル作成の１つの枠組みとして取り⼊れたこ
とはとてもユニークで、⾔語発達やコミュニケーションの段階をスタッフ同⼠で共有
しやすくなっていると感じました。 

 
 


